
 

                  報道発表資料の配付日時  ３月 17 日（火）15 時 00 分 

 発 表 項 目 
 （ 行 事 名 ） 

 令和８年度文部科学大臣表彰（子供の読書活動優秀実践校等）の 
 決定について 

 記者レクチャー 
 の お 知 ら せ 

(実施日時) 
 

  発 表 者  

  発表場所  

 
 概 要 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和８年度文部科学大臣表彰（子供の読書活動優秀実践校等）について、
道内からは、次のとおり被表彰者等が決定されましたのでお知らせします。 
１ 優秀実践校・園 

(1) 学校法人量徳学園稚内大谷幼稚園・オアシス保育園 
    稚内市中央２丁目 16 番 12 号(電話：0162－23－6321) 

(2) 函館市立巴中学校 
函館市的場町 12 番７号(電話：0138－56－5005) 

(3) 北海道帯広三条高等学校 
帯広市西 23 条南２丁目 12 番地(電話：0155－37－5501) 

２ 優秀実践図書館 
(1) 日高町立門別図書館郷土資料館 

沙流郡日高町富川東１丁目３番１号(電話：01456－2－3746) 
(2) 斜里町立図書館 

斜里郡斜里町文光町 51 番地９(電話：0152－23－3311) 
３ 優秀実践団体 

(1) 遠別町読み聞かせボランティア ぐぅ・ちょき・ぱぁ（遠別町） 
天塩郡遠別町字本町３丁目 37 番地 遠別町教育委員会 
(電話：01632－7－2353) 

(2) 野付地区読み聞かせボランティア ねぎぼうず（別海町） 
野付郡別海町尾岱沼潮見町 217 番地 別海町立野付小学校 
(電話：0153－86－2013) 

４ 表彰式 
令和８年４月 23 日(木)13 時 00 分～16 時 40 分 
令和８年度子どもの読書活動推進フォーラム内で実施 
会場：国立オリンピック記念青少年総合センター 

（東京都渋谷区代々木神園町３－１） 
５ 参考 
  本表彰は、読書活動の一層の推進に資するため、子供が積極的に読書活

動を行う意欲を高める活動について優れた実践を行っている学校・園・図
書館・団体（個人）を文部科学大臣が表彰するものです。 

 
【添付資料】 
・文部科学大臣表彰（子供の読書活動優秀実践校等）の被表彰校等における

実践の概要 
・子供の読書活動優秀実践校・園・図書館・団体（個人）表彰要項 

 参 考 
文部科学省において、３月 17 日（火）14 時 00 分に本表彰の被表彰者一覧の
報道発表が行われております。 

 報 道 ( 取 材 ) 
 に 当 た っ て 
 の お 願 い 

 
 

 他 の ク ラ ブ 
 と の 関 係 

 同 時 配 付 
 同 時 レ ク 

(場所) 
 

 担 当 
 （ 連 絡 先 ） 

 教育庁生涯学習推進局社会教育課地学協働推進係 担当：長岡課長補佐 
ＴＥＬ ダイヤルイン ０１１－２０４－５７４４（内線３５－５０３） 
ＴＥＬ 公用スマホ   ０１１－５８５－６１０１（内線１２７４３） 

 

３／17（火）の発表 



 

文部科学大臣表彰（子供の読書活動優秀実践校等）被表彰校等における実践の概要 

 

種 別 優秀実践校・園・図書館・団体（個人） 

学校・園 

学校法人量徳学園稚内大谷幼稚園・オアシス保育園 

函館市立巴中学校 

北海道帯広三条高等学校 

図書館 
日高町立門別図書館郷土資料館 

斜里町立図書館 

団体 
遠別町読み聞かせボランティア ぐぅ・ちょき・ぱぁ（遠別町） 

野付地区読み聞かせボランティア ねぎぼうず（別海町） 

 

１ 優秀実践校・園（１園・２校） 

学校・園名 主な取組内容 

学校法人量徳学園 

稚内大谷幼稚園・ 

オアシス保育園 

 

実践開始 平成７年度 

学級数 ６学級 

園児数 66 人 

・乳児期から絵本に接することは、言葉や想像力、表現力等の発達に重要

であるとの考えに基づき、絵本活用の年間計画を整備し、読書活動を推

進 

・平成７年度（1995 年度）から各クラスで毎日絵本の読み聞かせを行い、

週１回の絵本の貸出しを実施 

・誕生会では、園児向けに加え、保護者向けの読み聞かせも実施 

・職員有志が読み聞かせボランティア「ぱおぱお隊」を結成し、平成 25

年度（2013 年度）から図書館や地域交流センターでの読み聞かせ活動

を継続 

・各保育室や廊下に絵本コーナーを設け、園児の発達の段階、興味関心に

合わせ、季節の飾りとともに絵本を配置 

函館市立巴中学校 

 

実践開始 平成 30年度 

学級数 19 学級 

児童数 527 人 

・図書委員による図書だより発行、おすすめ本の掲示などにより、図書の

貸出数が増加（令和５年度（2023 年度）から６年度（2024 年度）で約

２割増加） 

・学校司書は、市が実施する研修会への参加や、学校司書同士の情報交換、

市内図書館との連携等を通して、より良い図書館運営に寄与 

・地域住民や保護者からなる図書館ボランティアは、放課後の貸出業務や

学習支援を担い、生徒たちの読書活動を支援 

・学校運営協議会や地域コーディネーターが、学校と地域ボランティアを

つなぐ役割を担当 

・令和７年度（2025 年度）に「学校図書館年間活動計画」を整備 

北海道帯広三条高等学校 

 

実践開始 平成 19年度 

学級数 18 学級 

児童数 711 人 

・図書局の生徒を中心に、図書館報やおすすめ本 POP の制作、選書や図書

局紹介動画の制作など、創意工夫に富んだ取組を推進 

・生徒が主体となって、地元に縁のある著名作家を招へいし、講演会を実

施 

・平成 30年度（2018 年度）からビブリオバトル「三条図書局杯」を開催

し、授業での取組と併せて読書習慣を形成 

・学校図書館の職務を担当する指導実習助手が、探究活動を支援する選書

や来館生徒の進路相談に係る資料提供等を実施 

・帯広市図書館の読み聞かせ動画制作や同図書館の「キラキラおはなし

会」に協力し、地域の子どもたちや保護者と直接交流 



 

２ 優秀実践図書館（２館） 

図書館名 主な取組内容 

 

日高町立 

門別図書館郷土資料館 

 

設立 平成５年 

 

・「日高町第２次子ども読書活動推進計画」や「門別図書館運営の基本方

針」等に基づき、幅広く各種事業を実施 

・学校図書館支援を事業化して町立学校の図書館環境改善等を実施した

結果、学校図書館へ「ほとんど、または、全く行かない」児童が減少 

・30 年以上にわたる移動図書館車の巡回や、乳児に絵本を配布する事業

など、様々な家庭の子どもたちに読書機会を提供 

・併設されている郷土資料館や地域の研究者と連携して、体験型のおはな

し会や図鑑や事典で学びを深める植物観察事業を実施 

・イベントの実施や視聴覚室の開放などの取組により、コロナ禍で一時足

が遠のいた中学生などの来館者数も回復 

斜里町立図書館 

 

設立 昭和 45年 

・「第三次斜里町立図書館運営推進計画」等の計画に基づき、学び・憩い・

交流の場となる図書館を目標に各種取組を展開 

・各町立学校の図書担当教諭や学校司書、町教委職員等で構成する「斜里

町学校図書館支援センター」を設置し、ボランティア団体「としょかん

友の会」とも連携 

・小・中学生を対象にした「子ども司書講座」を実施し、地域読書活動の

リーダーを育成 

・図書館職員と交流できる掲示板「YA コミュ板」を中高生の来館促進の

ため設置。そのやり取りが書籍化されるほど人気となる 

・地域おこし協力隊を指導者とした小・中学生向けの放課後の活動室「図

書館みらいキャンパス」を設置し、学習支援やワークショップを実施 

３ 優秀実践団体（２団体） 

団体名 主な取組内容 

遠別町 

読み聞かせボランティア 

ぐぅ・ちょき・ぱぁ 

（遠別町） 

 

設 立 平成 18 年 

会員数 ６人 

・絵本などの読み聞かせを通じて地域の文化振興に資することを目的に、

約 20年にわたり活動を継続 

・町立小学校図書館でのボランティア活動のほか、会員手作りのパネルシ

アター等を用いた読み聞かせを、町民文化祭等で実施 

・子どもたちが本に触れる機会を創出し、読書の習慣化を図るため、認定

こども園や小学校での定期的な読み聞かせ活動に注力 

・小学校の国語科の授業で行う読み聞かせは、教員の負担軽減や読み聞か

せ技術向上に貢献 

・令和７年度（2025年度）からは、会員が、町内の学校が参加する読書感

想文コンクールの審査員を担当 

野付地区 

読み聞かせボランティア 

ねぎぼうず 

（別海町） 

 

設 立 平成 23 年 

会員数 15 人 

・平成 23年（2011 年）に野付小学校での読み聞かせ活動を開始 

・14 年間の取組の中で会員数を増やし、野付幼稚園や野付中学校に活動

の幅を拡大 

・小学校６年生と中学校３年生の卒業時には、これまで読み聞かせた本の

一覧を集録にして一人一人に進呈 

・野付学校区の学校運営協議会に参画し、「学びの土台づくり部会」にお

いて、地域と学校の協働による読書環境づくりに貢献 

・北海道教育委員会の「北海道子ども読書応援団」に登録し、地域におけ

る読書活動の推進に寄与 

（学級数、園児・児童・生徒数及び会員数は、令和７年（2025 年）５月１日現在） 



 

 

 

子供の読書活動優秀実践校・園・図書館・団体（個人）表彰要項 

 

 
平成２１年１１月２４日 

文 部 科 学 大 臣 決 定 
平成２８年１０月７日                            
一 部 改 正  
令 和 ５ 年 ８ 月 ４ 日 

                            一 部 改 正 
 
 
 

 １ 趣 旨 

この要項は、子供が、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かな

ものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことができないもの

である読書活動の一層の推進に資するため、国民の間に広く子供の読書活動につい

ての関心と理解を深めるとともに、子供が積極的に読書活動を行う意欲を高める活

動において特色ある優れた実践を行っている学校・園・図書館・団体及び個人（以

下「学校等」という。）に対し、その実践をたたえ文部科学大臣が行う表彰に関し

て必要な事項を定めるものとする。 

 

 ２ 表彰の対象 

表彰は、次に該当するもののうち、子供の読書を推進する活動が顕著に優秀と認

められる学校等に対して行うものとする。 

 

〔学 校・園〕 

各都道府県の域内に所在する小学校、中学校、義務教育学校、中等教育学校、

高等学校及び特別支援学校、幼稚園、認可保育所、認定こども園（全類型） 

〔図 書 館〕 

各都道府県の域内に所在する図書館法第２条に規定する公立、私立の図書館 

   〔団体(個人)〕 

各都道府県の域内に主たる事務所が所在する団体又は各都道府県の域内に住

所地を有する個人  

                           

 ３ 推薦基準 

都道府県又は都道府県教育委員会は、次に定める推薦基準により被表彰候補学校

等の推薦を行うものとする。 

     〔学 校・園〕 

域内において、子供の読書、学校図書館の活用、絵本や物語などに親しむ取組、

図書館等との連携など読書を推進する近年の活動が顕著に優秀と認められるこ

と。 



 

〔図 書 館〕 

域内において、子供の読書を推進する活動が顕著に優秀と認められること。 

   〔団体(個人)〕 

域内において、子供の読書を推進する活動が顕著に優秀と認められること。 

〔共 通 事 項     〕 

過去１０年以内に本要項に基づく文部科学大臣表彰（廃止された読書活動優秀

実践校表彰実施要項、及び子どもの読書活動優秀実践図書館・団体（者）表彰要

項に基づく文部科学大臣表彰を含む。）を受けたことのある学校等又はこれに類

する文部科学大臣（又は文部大臣）表彰を受けたことのある学校等を除く。 

 

４ 推薦手続き 

都道府県又は都道府県教育委員会は、次に定めるところにより文部科学大臣に推

薦を行うものとする。 

なお、推薦に際しては別紙「優秀実践校、優秀図書館及び団体（個人）表彰推薦

書」を作成し、文部科学省に提出するものとする。 

〔学 校・園〕 

推薦基準を満たす域内に所在する国立、公立及び私立の学校・園の中から４

校・園を限度として推薦する。この場合、都道府県教育委員会は、国立学校及び

私立学校等については、附属学校を置く国立大学長及び都道府県知事に推薦を求

めることができる。 

〔図 書 館〕 

推薦基準を満たす域内に所在する図書館のうち、選考のうえ原則として１館

（ただし、社会教育調査において図書館数が１００館を超える道府県にあっては

２館以内、３００館を超える東京都にあっては４館以内）を推薦する。 

なお、選考に当たっては、都道府県又は都道府県教育委員会に関係者からなる

選考委員会を設け、その議を経るものとする。   

   〔団体(個人)〕 

推薦基準を満たす域内に主たる事務所が所在する団体又は域内に住所地を有

する個人のうち、選考のうえ原則として１団体（人）（ただし、人口５００万人

を超える道県にあっては２団体（人）以内、人口７５０万人を超える府県にあっ

ては３団体（人）以内、東京都にあっては４団体（人）以内）を推薦する。この

場合、都道府県又は都道府県教育委員会は、読書活動の推進を図る団体等に推薦

を求めることができる。 

なお、選考に当たっては、都道府県又は都道府県教育委員会に関係者からなる

選考委員会を設け、その議を経るものとする。 

 

 ５ 被表彰学校等の審査及び決定 

本要項４により推薦された学校等について、学識経験者の意見を聞いて審査を行

い、文部科学大臣が被表彰学校等を決定する。 

なお、被表彰校等の数は、次の各号に定めるとおりとする。 

（１）学校・園については、１９０校・園程度（各都道府県４校・園）とする。 



 

（２）図書館については、原則５６館以内とする。 

（３）団体又は個人については、原則６０団体（人）以内とする。 

 

 ６ 表彰の期日等 

文部科学省において別に定める。 

 

 ７ 表彰の取消し 

次に該当する場合は、表彰を取り消すことができる。 

（１）被表彰候補学校等に関する推薦書に不実な記載があると判明したとき。 

（２）被表彰学校等において、本表彰の趣旨を損なう行為があったとき。 

 

                                   

附 則 

１ この決定は、平成２１年１１月２４日から実施し、平成２２年度の表彰から適用す

る。 

 

２ 読書活動優秀実践校表彰実施要項（平成１３年５月８日文部科学大臣決定）は、廃

止する。 

 

３ 子どもの読書活動優秀実践図書館・団体（者）表彰要項（平成１４年２月２８日文

部科学大臣決定）は、廃止する。 

 

４ 子どもの読書活動優秀実践図書館・団体（者）推薦要領（平成１４年２月２８日ス

ポーツ・青少年局長決定、生涯学習政策局長決定）は、廃止する。 

 

 附 則 

この決定は、平成２８年１０月７日から実施し、平成２９年度の表彰から適用す 

る。 

 

 附 則 

この決定は、令和５年８月４日から実施し、令和６年度の表彰から適用する。 


	00_報道発表様式「R8子供読書文科表彰」.doc
	01_R8被表彰校等における実践の概要.docx
	02_子供の読書活動優秀実践校・園・図書館・団体（個人）表彰要項.pdf

